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令和６年度第６回教育研究評議会議事要旨 

 

日   時  令和６年 10月 17日（木）15時 00分～16時 27分 

場   所  五福キャンパス 事務局大会議室 

出 席 者  齋藤、井上、北島、池田、磯部、武山、髙木、野田、鈴木、鳥海、會澤、 

酒井、大氏、関根、小熊、和田、細谷、髙雄、岡崎、徳橋、森口、松田、 

松谷、長柄、安永、早川、伊藤、片岡、岩内、井川、一條、水口、中、高橋、

小野、名執、大森 

オブザーバー 長津、宮林、豊岡、多賀、幸 

欠 席 者  林、大西、山本 

 

 議事に先立ち、学長から、10月から新たに指名した若手教員オブザーバーの紹介があり、

各々から挨拶があった。 

 

１ 議事要旨の確認 

学長から、令和６年度第５回教育研究評議会（９月 19日開催）の議事要旨の確認があ

り、承認した。 

 

２ 審議事項 

（１）学生の懲戒について 

学生の懲戒２件について、各関係部局長から説明があり、学長から、以下のとおり 

処分することについて提案があり、審議の結果、承認した。 

   ①学生を退学とする。 

   ②学生を 14日間の停学とする（謹慎期間の 14日間を停学期間に含める）。 

なお、学生を対象とした飲酒運転防止についての講習会を企画し、学生への注意喚

起の徹底を図ることとした。 

 

（２）国立大学法人ガバナンス・コードに係る令和６年度の適合状況等に関する報告書に

ついて 

   井上理事から、国立大学法人ガバナンス・コードに係る令和６年度の適合状況等に

関する報告書について説明があり、審議の結果、承認した。今後意見等があれば、10

月21日までに総務部企画評価課まで連絡するよう依頼があった。 

 

（３）中期計画に係る令和５年度自己点検・評価報告書（案）について 

   井上理事から、中期計画に係る令和５年度自己点検・評価報告書（案）について説

明があり、審議の結果、承認した。今後意見等があれば、10月31日までに総務部企画

評価課まで連絡するよう依頼があった。 

  （主な意見） 

   （指標56、57） 

    ・早期の段階の地域医療教育等地域定着に繋がる取組をさらに重点的に進める必 

要がある。 

    ・大学全体として県内高校出身率を増やす取組を進める必要がある。 

    ・各高校に対して、各学部の特色やアピールポイントをさらにＰＲする必要が 

ある。 



機密度 １ 

2 

 

３ 報告事項 

（１）大学機関別認証評価・訪問調査について 

   井上理事から、大学機関別認証評価・訪問調査について報告があった。また、訪問 

調査２日目の責任者との面談時の出席者について、意見があれば総務部企画評価課ま 

で連絡するよう依頼があった。 

 

（２）令和７年度科学研究費助成事業への申請状況等について 

   北島理事から、令和７年度科学研究費助成事業への申請状況等について報告があっ 

た。また、科研費助成事業への申請数がさらに向上するように、各学部で対策を講じ 

るよう依頼があった。 

 

４ その他 

  ・森口経済学部長・社会科学系長から、10月 13日（日）に開催した経済学部創立 100

周年記念大会について関係各位への謝辞があった。 

・酒井副学長から、11月２日（土）開催の小泉八雲蔵書ヘルン文庫 100周年感謝祭に

ついて、教職員への周知及び参加の協力依頼があった。 

・武山理事から、10月 27日（日）開催のホームカミングデーについて、教職員への周

知及び参加の協力依頼があった。 

 

以上 

 

 

【配付資料】 

資料 １  学生の懲戒について 

資料 ２  国立大学法人ガバナンス・コードに係る令和６年度の適合状況等に関する報

告書について 

資料 ３  中期計画に係る令和５年度自己点検・評価報告書（案）について 

資料 ４  大学機関別認証評価・訪問調査について 

資料 ５  令和７年度科学研究費助成事業への申請状況等について 


